
主催

NPO法人 浜松ソフト産業協会

3回目の浜松ICTシンポジウムは2つの革新的なテーマに光をあてます。
１部は、量子コンピューティングとは何か、 
成熟した現代技術（計算機科学、現代暗号、計算機シミュレーション）の弱点を
量子技術（量子人工脳、量子セキュアネットワーク、量子シミュレーション）が
どう解決していくのか、さらに、そこから生み出される量子人工脳を
量子ネットワークでつなぐ高度知識社会基盤の実現に迫ります。
2部は、製造システムの先進事情に精通したインダストリー4.0水先案内人の見識から
製造業におけるIoT戦略と最新動向について講演いただきます。
本シンポジウムを通して産・学・官・民・多くの皆様と
革新に向けた気づきを共有し、知の絆が生まれることを願っております。

Hamamatsu Information and Communication Technology Symposium

第3回

NTTコミュニケーションズ㈱　㈱河合楽器製作所　西日本電信電話㈱　浜松ホトニクス㈱　ヤマハ発動機㈱協 賛：
（予 定）

日本ソーシャルデータサイエンス学会学術協賛：

㈱アスカプランニング　㈱アドウィル　アドバンスシステム㈱　天方産業㈱　㈱アミック　㈱アルファプロジェクト　㈱アローセブン
エグジーテック㈱　㈱エヌエスティー　㈱エフ・エスポワール　㈱エンテック　㈱カタナコーポレーション　㈱ゴードーソリューション
㈱CAIメディア　㈱シーポイント　㈱システミクス　（同）simpleA　㈱電興社　㈱東海情報システム　㈱浜名湖国際頭脳センター
松本印刷㈱　㈱モアソンジャパン

賛助協賛：
（予 定）

浜松市　浜松商工会議所　公益財団法人 浜松地域イノベーション推進機構　国立大学法人 静岡大学　公立大学法人 静岡文化芸術大学
光産業創成大学院大学　㈱静岡銀行　浜松信用金庫　遠州信用金庫　磐田信用金庫　静岡新聞社・静岡放送　㈱中日新聞東海本社
日本経済新聞社　K-mix（静岡エフエム放送㈱）　FM Haro!　浜松ケーブルテレビ㈱

後 援
（予 定）

：

※本プログラム内容は予告なく変更になる場合がございます
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JR新幹線、東海道本線浜松駅下車 徒歩3分
遠州鉄道新浜松駅下車 徒歩5分
東名高速道路浜松インター・浜松西インターより車で30分

開催日時

申込み

講　演
懇親会

一般：3,000円（税込） （ソフ協会員・JSDSS会員・学生：2,000円（税込））
5,000円（税込）参加費

ホテルクラウンパレス浜松　芙蓉の間
静岡県浜松市中区板屋町110-17（JR浜松駅前）

場所

プログラム

13:00開場（受付） 14:00～ 開会2017年 3月2 金日

https://www.hamamatsusoft.com/symposium2017/
浜松ソフト産業協会ホームページよりお申込みください。

山本 喜久氏 内閣府 革新的研究開発推進プログラム ImPACT プログラムマネージャー

1部 量子人工脳を量子ネットワークでつなぐ
高度知識社会基盤の実現

講　演

懇親会
川野 俊充氏 ベッコフオートメーション株式会社（日本法人） 代表取締役社長

2部 製造業におけるIoT戦略と最新動向
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ImPACTプロジェクトは“役に立つ量子の概念を強じんな古典の世界に埋め込む知恵を出す”ことに専念しています。具体的な
研究テーマとしては、量子人工脳、量子セキュアネットワーク、量子シミュレーションの3つを取り上げています。計算機科学、
現代暗号、計算機シミュレーションといった成熟した現代技術のどこに弱点があり、量子技術はその弱点をどう解決できるのか。
その弱点とは、それぞれ組み合わせ最適化問題であり、符号化・複合化に要する計算リソースであり、強相関電子系です。これらの
問題は将来のInternet of Things (IoT)や秘匿検索・計算や室温超伝導に結びつく重要なものです。量子人工脳を量子ネット
ワークでつなぐ高度知識社会基盤の実現に向け、“量子か古典か”を問うのではなく、“どちらが総合力で勝っているか”その解を
探る取り組みを語っていただく予定です。 

内閣府 革新的研究開発推進プログラム ImPACT プログラムマネージャー
山本 喜久氏 Yoshihisa Yamamoto

1部

量子人工脳を量子ネットワークでつなぐ高度知識社会基盤の実現
基礎編14：10～15：00  応用編15：05～16：10 （質疑応答含む）

1973年
1978年
1978年～2003年
1992年～2014年
2003年～2014年
2013年～2014年
2014年～

東京工業大学卒業
東京大学大学院博士課程修了（博士・工学）
NTT（現在 R&Dフェロー）
スタンフォード大学 教授（現在 名誉教授）
国立情報学研究所 教授（現在 名誉教授）
理化学研究所 グループディレクター
ImPACT プログラム・マネージャー

量子情報通信技術の研究グループをNTT基礎研究所内に設立し、以後
30年以上にわたって、世界の量子情報通信研究の最先端を切り拓く。
日本国内および米国内の大型国家プロジェクトを多数指揮。2009～
2013年度 内閣府・最先端研究開発支援（FIRST）プログラム中心研究者。

講 演 プ ロ グ ラ ム 新 たな 扉 を 開くもの

Hamamatsu Information and Communication Technology Symposium

第3回

※本プログラム内容は予告なく変更になる場合がございます

主催 企画・運営 浜松ICTシンポジウム実行委員会

お問合せ 〒432-8002 浜松市中区富塚町1933-1  佐鳴湖パークタウンサウス2F （事務局：シーポイント 村上）  TEL 053-478-7111  FAX 053-478-7112  https://hamamatsusoft.com/

懇親会 17：40 ～

製造業の再生と世界標準となるための政策としてドイツが2013年より掲げているプロジェクト「インダストリー4.0」に少し
遅れて、日本政府、産業界も2015年からその取り組みを開始しました。「IoT」によりすべてのモノがインターネットにつながって
いく中、工場内外のモノと連携することで、製造ラインに留まらず、流通やサービス、製造業・ITなど各分野でIoTやITを活用した
デジタルバリューチェーンのイノベーションが始まろうとしています。さらに、すべてがネットワーク化されることで利便性がアップ
する一方、そこにはらむ危険性についても意識を高めていく必要があります。わが国におけるI4.0のトップランナーである川野氏
に製造業の重要課題、サプライチェーンの最適化、ものづくりの生産性向上の事例、政府の取り組み状況などIoT導入のビジネス
モデルとして語っていただきます。

ベッコフオートメーション株式会社 日本法人 代表取締役社長
Toshimitsu Kawano川野 俊充氏

16：30～17：30 （質疑応答含む）2部

製造業におけるIoT戦略と最新動向

1998年　日本ヒューレット・パッカード株式会社入社（半導体計測機開発エンジニア）
2004年　日本ナショナルインスツルメンツ株式会社入社（プロダクト事業部事業部長）
2011年より現職

日本ソーシャルデータサイエンス学会 第3回シンポジウム
日　時：

テーマ：
会場：

年 開会2017 9:50
アクトシティ浜松 コングレスセンター 41会議室 申込み：浜松ソフト産業協会ホームページからお申込みいただけます。

TEL：053-401-8226  FAX：053-401-8227  E-mail：jsdss@jsdss.org  URL：http://www.jsdss.org
主催：日本ソーシャルデータサイエンス学会

2 ものづくりとビッグデータ4/ 土

参加無料

連 続 開 催
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